
一般会計 872億629万円 836億8,642万円

特別会計 428億2,525万円 419億9,643万円

 国民健康保険 193億2,109万円 190億5,686万円

 駐車場事業 1億2,135万円 1億1,645万円

 介護保険 181億9,713万円 176億7,715万円

 後期高齢者医療 51億8,567万円 51億4,596万円

　　　合　　　　　計 1,300億3,155万円 1,256億8,285万円

下水道事業会計

 収益的収支 31億2,653万円 30億856万円

 資本的収支 3億3,376万円 8億371万円

会計名 歳入決算額 歳出決算額

収入決算額 支出決算額

※千円以下は切り捨て

※表示単位未満を切り捨てているため、合計額と一致しない場合があります。

令和４年度各会計決算の概要

※

採決の様子

◆
一
般
会
計

【
主
な
質
疑
】

旧
市
民
会
館
の
解
体

問　
市
民
会
館
が
閉
館
に
な
り
、

多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
た
学

習
室
が
な
く
な
っ
た
。
令
和
４

年
度
ま
で
に
拡
充
さ
れ
た
学
習

ス
ペ
ー
ス
は
。

答　
子
ど
も
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
が
広
く
学
習
の
場
と
し
て

使
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努

め
て
き
た
。
令
和
４
年
度
末
の

実
績
は
、
全
部
で
33
施
設
44
か

所
用
意
し
て
い
る
。

問　
旧
市
民
会
館
の
解
体
に
つ

い
て
は
、
工
法
の
変
更
や
延
伸

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
検
証
が
な
さ
れ
、
改
善
策
が

講
じ
ら
れ
た
の
か
。

答　
業
務
の
過
密
化
等
に
よ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
不
全
が

起
こ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
。

改
善
に
向
け
、
ま
ず
は
職
員
の

意
識
改
革
、
技
術
的
な
知
識
の

習
得
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
担
当
部
署
の
組
織
改

善
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

問　
令
和
４
年
度
は
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
最
初

の
年
。
初
年
度
に
か
か
っ
た
費

用
の
総
額
は
。

答　
予
算
規
模
は
４
千
500
万
円

程
度
。
助
成
は
、
地
域
創
生
臨

時
交
付
金
、
都
の
総
合
交
付
金
、

み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
市
町
村
助
成
金
及

び
地
域
環
境
力
活
性
化
事
業
助

成
金
。
ま
た
、
寄
附
金
に
て
２

件
、
計
11
万
円
頂
い
て
い
る
。

市
内
消
費
喚
起
事
業

問　
市
内
の
事
業
者
の
支
援
で

あ
っ
た
が
、
実
際
の
効
果
は
。

答　
全
体
の
使
用
金
額
は
約
３

億
３
千
万
円
で
あ
り
、
購
入
金

額
に
対
す
る
使
用
金
額
の
執
行

率
は
99.4
％
と
、
消
費
に
大
き
く

貢
献
し
た
と
考
え
て
い
る
。

防
災
市
民
組
織
へ
の
補
助
金

問　
令
和
３
年
度
は
執
行
率
が

７
割
程
度
だ
っ
た
が
、
令
和
４

年
度
は
申
請
額
が
急
増
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

答　
こ
れ
ま
で
限
度
額
が
防
災

市
民
組
織
１
組
織
当
た
り
20
万

円
だ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
か

ら
は
１
組
織
で
50
世
帯
ご
と
に

さ
ら
に
上
限
額
に
２
万
円
を
上

乗
せ
す
る
取
組
や
、
市
指
定
の

重
点
資
器
材
を
購
入
す
る
場
合
、

さ
ら
に
上
限
額
を
３
万
円
上
乗

せ
す
る
仕
組
み
が
で
き
、
予
算

を
大
き
く
上
回
る
購
入
申
請
が

あ
っ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　
返
礼
品
の
メ
ニ
ュ
ー
が
少

な
い
と
思
う
。
事
業
者
募
集
の

状
況
は
。

答　
現
在
、
市
と
し
て
返
礼
品

の
募
集
を
行
っ
て
い
な
い
。

問　
交
付
税
措
置
さ
れ
な
い
実

質
的
な
流
出
額
は
い
く
ら
か
。

答　
令
和
４
年
度
は
７
億
７
千

万
円
の
25
％
、
約
２
億
円
の
減

収
と
見
込
み
を
立
て
て
い
る
。

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

応
募
件
数
は
。
ま
た
、
企
業
は

最
大
何
割
の
法
人
税
が
軽
減
さ

れ
る
の
か
。

答　
令
和
４
年
度
の
申
請
は
０

件
。
控
除
と
し
て
は
、
寄
附
額

の
最
大
９
割
の
法
人
関
係
税
が

軽
減
さ
れ
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

＊J-L I S（地方公共団体情報システム機構）　地方公共団体が共同して運営する組織。マイナンバー（個人番号）、住民基本台帳ネットワークなどに関する事務や地方公共団体の情報システムに関す
る事務を実施している。

●急激な物価高騰などへの対応として、家計支援を目的にし
た住民税非課税世帯、子育て世帯や大学生に対する現金給付
をはじめ、様々な業種の事業者への負担軽減を地方創生臨時
交付金のほか一般財源を措置しながらスピード感を持って実
施した。引き続き、物価高騰の影響を受ける生活者や事業者
の状況を的確に把握しながら、必要とされる対策を積極的に
実施していくことを求める。
●新型コロナウイルス感染症の拡大や物価高騰により、多く
の市民や事業者が影響を受ける中、安全なワクチン接種の提
供体制に努め、また、多岐にわたる給付事業など家計、経費
負担を下支えする支援事業を実施した。小中高校生世代への
図書カードの贈呈、学生等応援特別給付金、高齢者のフレイ
ル予防も兼ねた「つながり応援カード」の配布などが実現した。
●市立小中学校に対し、保護者の負担を増やすことなく、学
校給食の質と量を維持することを目的とし、給食食材費の購
入補助を実施したことは評価するが、給食室の環境が過酷で
あることは、強く指摘する。働いている方の命に関わること
から、早急な対策を心よりお願いする。
●ゼロカーボンシティ初年度、全公共施設への再生可能エネ
ルギー導入に向け、果敢に取り組んでこられたことを評価す
る。一方で、緑の保全・創出には課題がある。身近な緑を守
る補助制度の周知や、公園等の維持管理業務の中で緑の量を
減らさない方策を求める。温室効果ガスの削減と進行管理は
急務の課題である。
●これからの未来への人材である、子ども、子育て世代、こ
れまで公共サービスから取りこぼされてきた若者世代、可処
分所得が伸び悩む中間層へのサポートのさらなる拡充が必要
である。中長期的な視点を持ち、局所的な効果ではなく問題
の根本からの解決を望む。

●学童クラブの過密化対策は不十分で、抜本的対策として施
設の増設が急がれるが、市は放課後子ども教室との連携を強
めるとの方針を掲げているのみである。
●Ｊ－ＬＩＳに移管されたにも関わらず、市の予算に計上され
ていた不適切な事務処理や、マイナンバーカード交付窓口の
混雑と時間外勤務の多さから、職員数の不足、会計年度任用
職員の割合の多さや雇用形態自体に疑念が生じた。早期の改
善を求める。
●池澤市長が就任以来、貫いてきた「子どもがど真ん中」の
理念が、行政の形式主義の中で置き去りにされる実態を痛感
した。

　10月３日に開催された本会議で各会派及び無所属議員による討論が行われました。ここで
は、令和４年度の一般会計決算に対する主な討論内容についてお知らせします。
◇その他の討論は会議録に掲載します。「会議の公開予定」は10面をご覧ください。

　
令
和
４
年
度
決
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。   「
会
議
録
の
公
開
予

定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

令
和
４
年
度
決
算

市議会本会議録画映像
令和5年第3回定例会（10月3日）

本定例会の

討　論

討論の様子につきましては、
市議会ホームページから
ご覧いただけます。

議案に賛成・反対します
令和４年度　一般会計決算

賛
成

反
対

23名 4名

＊

西東京市
Nishitokyo City

令和5年（2023年）11月15日 第103号9


